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県
遺
族
会
の
第
二
十
一
回
理
事
会
が
六

月
十
一
日
、
第
九
回
評
議
員
会
が
六
月

二
十
六
日
、
護
国
神
社
参
集
殿
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　
理
事
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
徳
島
県
保

健
福
祉
部
保
健
福
祉
政
策
課
神
野
副
課

長
、
森
永
主
事
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

　
理
事
会
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
増
矢

稔
会
長
は
、「
本
年
度
も
二
ヶ
月
経
過
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
へ

の
対
応
で
、
行
事
の
開
催
等
が
当
初
計
画

か
ら
か
な
り
変
更
が
必
要
と
な
っ
て
き

た
。
今
年
度
は
終
戦
七
十
五
周
年
の
年
で

あ
り
、
来
年
度
は
本
会
が
七
十
周
年
を
迎

え
る
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
も
重
要

な
事
業
を
多
く
計
画
し
て
い
る
。
主
な
も

の
と
し
て
、
十
月
に
「
出
征
を
見
送
る
家

族
の
像
」
の
靖
国
神
社
へ
の
奉
納
、
今
年

度
末
「
七
十
周
年
記
念
誌
」
の
発
行
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。」
と
挨
拶
し
た
。

　
理
事
会
、
評
議
員
会
は
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算

等
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
承
認
・
決

定
し
た
。

　
日
本
遺
族
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
第
二
十
回
理
事
会
（
五
月
三
十

日
付
）
及
び
、第
十
二
回
評
議
員
会
（
六
月
十
九
日
付
）

を
書
面
決
議
で
承
認
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、令
和
元
年
度
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
は
英
霊
顕
彰
運
動
及
び
処
遇
改
善
運
動
の
経
過

並
び
に
今
後
の
運
動
方
法
が
承
認
さ
れ
た
。
令
和
三
年

度
政
府
予
算
に
対
す
る
要
望
事
項
も
審
議
さ
れ
、
評
議

員
会
で
は
、
役
員
の
一
部
改
選
、
役
員
の
定
数
見
直
し
、

令
和
元
年
度
会
計
の
決
算
が
決
定
さ
れ
た
。

　
承
認
さ
れ
た
来
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
要
望
事
項

の
大
綱
は
次
の
と
お
り
。

一
、　
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
の
改
善

二
、　
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実

三
、　
遺
骨
収
集
事
業
等
の
拡
充
強
化

四
、　
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者
の
増
員

並
び
に
旅
費
算
定
の
見
直
し

五
、　
海
外
等
に
散
逸
す
る
戦
没
者
遺
品
の
返
還
等
の

推
進

六
、　
国
内
に
お
け
る
民
間
建
立
戦
没
者
慰
霊
碑
の
維

持
管
理
等

県遺族会、理事会と評議員会を開催県遺族会、理事会と評議員会を開催

徳島県戦没者記念館にて毎月第２土曜日開催（13:30～ 14:30）
７月11日（土）は延期

（新型コロナウイルス感染症拡大防止の為）

8月の語り部についてはホームページにて開催の有無を
掲載いたしますので、ご確認お願いします。

携帯電話のバーコードリーダーで右のQRコードを読
み込んで下さい。

語り部事業のご案内

ホームページ随時更新中 !!

アクセス数
　98,672

（令和２年6月30日現在）

　各種行事、記念館の
語り部事業、慰霊巡拝
等の最新の情報をお知
らせしています。
携帯・パソコンで

徳島県遺族会  もしくは

徳島県戦没者記念館

と検索してください。
ホームページのアドレス
URL　http://izokukai.jp/
携帯電話のバーコード
リーダーで下記 QR コー
ドを読み込んで下さい。
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令
和
元
年
十
月
二
日
か
ら
一
泊
二
日
で
、
会
員
二
十

名
の
参
加
で
島
根
県
の
松
江
護
国
神
社
を
視
察
研
修
し

て
き
ま
し
た
。

　

島
根
県
の
護
国
神
社
は
、
松
江
城
址
の
敷
地
内
に
あ

り
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
一
行
は
正
式
参
拝
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
木
下
会
長
を
代
表
に
玉
串
奉
呈
と
会
員
で
参

礼
し
、
英
霊
顕
彰
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
司
様
よ
り
当
神
社
の
由
来
等
を
受
け
、

祭
神
は
明
治
維
新
後
の
国
難
に
殉
じ
た
旧
出
雲
国
、
隠

岐
国
出
身
者
の
戦
没
者
二
万
二
千
余
柱
と
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

松
江
護
国
神
社
の
神
官
は
工
藤
夫
妻
が
な
さ
れ
て
お

り
、
禰
宜
の
奥
様
に
は
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
奥
様
は
戦
争
に

赴
い
た
者
た
ち
が
何
を
考
え
な
が
ら

生
き
、
ど
う
死
ん
だ
か
。
戦
死
者
が

残
し
た
日
記
や
手
紙
に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
す
く
い
取
り
、
形
と
し
て
残

し
て
い
ま
す
。

　
「
声
な
き
声
を
伝
え
た
い
」
戦
争

体
験
者
と
信
頼
を
築
き
、
秘
さ
れ
た

話
を
掘
り
起
こ
し
、
書
籍
「
留
魂
」

に
ま
と
め
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
思
い
が
詰
ま
っ
た
遺
品

に
語
ら
せ
た
い
」「
お
心
の
真
の
理

解
者
に
い
つ
か
な
り
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
社
の
境
内
に
あ
る
「
大

丈
夫
の
お
守
り
」「
大
勝
利
」
の
お

み
く
じ
で
強
運
を
手
に
入
れ
た
い
と

人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

翌
日
は
、出
雲
大
社
を
お
参
り
し
、

新
年
号
も
平
和
な
時
代
で
あ
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
根
島
の
日
本
庭
園
（
由

志
園
）
を
見
学
し
、
境
港
の
海
産
物

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆

さ
ん
た
く
さ
ん
の
お
土
産
を
買
い
込

ん
で
い
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
旅
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
特
に
松
江
護
国
神
社
で
は
、
良

き
夫
婦
の
神
官
に
め
ぐ
り
逢
い
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ
大
切
さ
を

あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
だ
よ
り

三
好
遺
族
連
合
会
研
修
記

三
庄
遺
族
会
会
長　

長　

谷　

邦　

男

一
、　

内　

容　

　

徳
島
県
遺
族
会
は
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
の
創
立
以
来
、
英
霊
顕
彰
、
遺
族
の
福
祉
増
進
、

戦
争
史
実
の
伝
承
等
に
つ
い
て
地
道
な
活
動
を
長
年
継
続
し
、歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
五
十
周
年
記
念
誌
を
発
行
し
た
平
成
十
三
年
以
降
に
お
け
る
本
会
を
巡
る
状
況
や

活
動
経
過
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
護
国
神
社
の
移
転
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
の
建
設
、
特

別
展
や
語
り
部
事
業
の
実
施
、
戦
没
者
を
見
送
っ
た
家
族
像
の
建
立
、
そ
し
て
出
征
を
見
送

る
家
族
の
像
の
奉
納
な
ど
、
大
き
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」
は
、
当
会
が
令
和
三
年
に
創
立
七
十
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
経
過
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
だ
事
業
や
そ
の

成
果
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」
の
特
徴　

①　

徳
島
県
遺
族
会
五
十
周
年
記
念
誌
発
行
以
降
の
事
業
記
録
が
基
本
。（
記
念
館
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
御
英
霊
の
お
名
前
を
は
じ
め
、護
國
神
社
移
転
の
際
の
寄
付
者
名
簿（
石

碑
よ
り
）、
ま
た
会
員
か
ら
の
寄
稿
文
な
ど
も
掲
載
。）

②　

五
十
周
年
記
念
誌
の
章
立
て
や
装
丁
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
両
誌
の
統
一
性
を

図
り
、
両
誌
を
併
せ
て
本
会
の
歴
史
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
編
集
。

三
、
購
入
の
ご
案
内　

　

①　

一
冊
当
た
り　

千
七
百
円
（
税
込
）

　

②　

総
ペ
ー
ジ
数　

三
百
ペ
ー
ジ
程
度

　

③　

発
行
の
時
期　

令
和
三
年
三
月
発
行
予
定

　

④　

申
込
み
方
法　

各
市
郡
遺
族
会
へ
申
込
み

　

⑤　

申
込
み
締
切　

令
和
二
年
十
月
頃
（
各
市
郡
遺
族
会
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

徳
島
県
遺
族
会

「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」
の
発
行
に
つ
い
て

〜
遺
族
会
会
員
の
皆
様
へ　

購
入
の
ご
案
内
〜
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旅 行 日 程/令和２年11月10日（火）～11月12日（木）

旅 行 日 程/令和２年10月15日（木）～10月18日（日）

第55回 沖縄「徳島の塔」参拝団 募集

「出征を見送る家族の像」除幕式及び靖国神社「秋季例大祭」参拝団募集

日時月日（曜） 行　　　　　　程

１ 11/10
（火）

２

３

11/11
（水）

11/12
（木）

護国神社‖高松空港　　　那覇空港 ‖ 沖縄県護国神社 ‖

 ‖ 旧海軍司令部壕 ‖ 那覇（泊） 

8:30

15:30 16:15 16:40

10:30/11:45 13:55/14:20 14:30 15:20

（参拝後、資料館見学へ）

（昼食） （巡拝、資料館見学）

（朱礼の門や瑞泉門など・
復興モデルコース）

（映像表現と空間演出を
駆使した今年OPENの水族館）

（昼食） （解散）

（献花、壕内見学、巡拝）

（正式参拝）（弁当） ANA1621

ANA1622

ホテル ‖ 平和祈念公園「徳島の塔」 … 平和の礎・平和祈念資料館  ‖ 

 ‖ 糸満市内 … ひめゆりの塔・ひめゆり平和祈念資料館 ‖ 

 ‖ 琉球ガラス村 ‖ 泡盛工場見学 ‖ 那覇（泊）

ホテル ‖ 首里城  ‖ DMMかりゆし水族館 ‖ 

 ‖ 那覇市内にて ‖ 那覇空港　　　　高松空港 ‖ 徳島県護国神社

8:10

8:40

13:15/14:4513:05 18:4016:40/17:1012:15

9:00 9:50 10:20 11:50

13:35 14:10 14:25 15:00 15:30

12:3511:45 12:30 13:30

10:309:20 10:30 11:30

（戦没者慰霊祭）

（製造工程見学、試飲など）（県内最大の手作りガラス工房） （着後、国際通り自由散策）

宿泊：ホテルサン沖縄

宿泊：
ホテルサン沖縄

日時月日（曜） 行　　　　　　程

１ 10/15
（木）

２

３

10/16
（金）

10/17
（土）

4 10/18
（日）

徳島空港　　　羽田空港 ‖ 東京スカイツリー ‖ 浅草寺・仲見世 ‖

　 ‖ ホテル（泊） 
11:45

17:00

13:00 13:30 14:00 15:30 15:40 16:40

（名物のちゃんこ鍋の昼食） （東京の歴史と文化を展示）

（日蓮宗のお寺）（映画「男はつらいよ」の世界）

（秋季例大祭） （江戸前の握りずしのご昼食）

（東京を一望できる展望台）（浅草寺参拝と仲見世通り散策）（昼食：弁当）JAL456

JAL461

ホテル ‖ 靖国神社 ‖    ‖ 東京都江戸東京博物館 ‖ 

 ‖ 柴又帝釈天 … 葛飾柴又寅さん記念館 ‖ ホテル（泊） 

ホテル ‖ 靖国神社 ‖ つきじ喜代村  すしざんまい ‖ 羽田空港　　　 徳島空港

8:50

9:30 12:409:40 13:00 14:00 14:25 15:25 16:45

15:02 15:52 16:00

13:25 14:25

16:40 17:15

11:50
9:00 11:30

12:50

（「出征を見送る家族の像」除幕式）

（日中戦争や太平洋戦争の資料展示）

（日比谷公園を望みながらの中華料理）
（※千羽づるを奉納いたします。）

（東京大空襲の資料展示）（歴史資料の保存）

ホテル ‖ ※しょうけい館 … 昭和館 … ※靖國神社遊就館 ‖   … 

 ‖ ※平和祈念展示資料館 ‖ 国立公文書館 ‖ ※戦災資料センター ‖

 ‖ 日比谷聘珍楼 ‖ ホテル（泊） 

9:00

15:00 16:00 16:3013:40 14:40

18:00 19:30 19:42

17:30

10:15 11:00 11:10 12:109:10 10:10
12:30 13:30

（戦傷病者史料館  戦中戦後の暮らし  靖国神社ゆかりの宝物館） （北の味紀行と地酒）

宿泊：ホテルグランドパレス

宿泊：ホテルグランドパレス

宿泊：
ホテルグランドパレス

北海道新宿
アイランドタワー店

両国八百八町花の舞
江戸東京博物館前店

　沖縄南部の激戦終焉の地、摩文仁の丘に徳島県人戦没者慰霊塔「徳島の塔」が昭和40年12月に建立され、今年
度は55回目の参拝旅行となります。
　この度は、沖縄「徳島の塔」での慰霊祭ならびに「沖縄県護国神社参拝」ということで、2泊3日の日程とさせ
ていただきました。ご遺族の方々をはじめ広く一般県人の方々が多数ご参加賜りますようお願い申し上げます。

　「戦没者を見送った家族像」につきましては、平成29年12月20日、遺族会会員のご協力により、徳島県戦没者記念館
前に建立されました。
　この家族像は、戦没者の父や母、妻、子供たち家族の気持ちを顕彰し、「決して戦争をしてはならない。二度と繰り
返してはならない。」との思いを込めたものであり、全国で初めての取組でした。
　この本会遺族の思いを全国に届けるため、この度、新たに家族像を制作し、御英霊がお祀りされている靖国神社へ
の奉納を行うことといたしました。
　ご遺族は勿論、友人、知人の方も歓迎いたしますので、この機会に是非ご参加いただきますようお願い申し上げます。

慰霊祭及び
主な観光地

沖縄本島（徳島の塔・摩文仁の丘・
各県慰霊碑・平和の礎）「徳島の
塔」にて慰霊祭を行います。他、
旧海軍司令部壕・ひめゆりの塔
など

旅 行 代 金 72,000円
募 集 人 員 25名（最少催行人員 15 名）
締 切 期 日 令和2年10月 7日（水）

※ ただし、満員になり次第締め
切ります。

お 申 込 先 〒 770‒8021
　徳島市雑賀町東開 21‒1

（護国神社内）
　徳島県遺族会事務局

（TEL.088‒636‒3212）

主な訪問地 靖国神社団体参拝、東京スカイ
ツリー、浅草寺、江戸東京博物
館、柴又帝釈天、葛飾柴又寅さ
ん記念館、しょうけい館、昭和館、
平和祈念展示資料館、国立公文
書館、戦災資料センターなど

旅 行 代 金 118,000円
（大人お一人様：2名 1室利用）

募 集 人 員 80名（最少催行人員 30 名）
締 切 期 日 令和2年8月28日（金）
お 申 込 先 〒 770‒8021

　徳島市雑賀町東開 21‒1
（護国神社内）

　徳島県遺族会事務局
（TEL.088‒636‒3212）
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　令和2年1月から令和2年6月までのアンケート調
査結果については以下のとおり。（対象者215名）
▶ アンケート概要
①【来館のきっかけ】は、「遺族会」25％、「新聞」
が 16％、「家族」13％、の順。
②【来館の目的】は、「展示の観覧」35％、「遺
影を見るため」25％、「学習・教養を深めるため」
17％、
③【来館されての感想】は、「非常に満足した」
が 55％、「満足した」が 42％と、両方を足す
と 97％。
④【来館者の年齢等】は「70 歳代」30％、「50 歳代」
16％、「60 歳代」14％、「30 歳代」「40 歳代」
10%、「80 歳以上」7％、「20 歳未満」「20 歳代」
5％、の順。
　来館者の遺族の割合は 47％。

▶ 来館者の感想等（自由意見：25の意見から抜粋）
・戦争というものの悲惨さを身に染みて感じさせられました。展示
が簡潔にまとめられていて、戦争を経験していない世代にとっては
このような記念館は本当に勉強になります。平和な時代を当たり前
と思ってはいけないという事を強く心に留めておきたいと思います。
（20 代男性）
・ボランティアの方が説明して下さり、子供も話を聞くことができてと
ても良かったです。（40 代男性）
・「何十年も前」「昔」のことだと終わらせてはいけないと心から思う。
この時代を忘れないように、自分も出来るだけたくさん知って、将
来に語り継いでいかなければと思った。（20 代男性）
・今まで忘れていた大事なものを思い出させてくれたような気持ちに
なっています。大きな声で語らずとも、静かに何かが体の内から訴
えかけてくるものに耳を澄まさなければならないのではないかと感
じました。必ずもう一度来館させて下さい。（50 代男性）
・遺品が残されていない方もいる。遺品・遺影がたくさん「ある」こ
とは重みがありますが、「ない」という重みについて考えさせられ
たのは今回が初めてです。（50 代男性）

（
五
月
）

3
日
役
員
等
研
修
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
）
※
中
止

9
日
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

中
旬
父
の
像
清
掃
・
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳
島
中
央

公
園
）　

※
中
止

15
日
監
事
会
（
護
国
神
社
）

22
日
日
本
遺
族
会
理
事
会
（
東
京
）　

※
中
止

25
日
正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

（
六
月
）

5
日
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
吉
野
川
市
ア
メ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）　

※
延
期

6
日
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
阿
南
市
文
化
会
館
）
※
延
期

7
日
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
護
国
神
社
）　

※
延
期

11
日
理
事
会
・
戦
没
者
記
念
館
奉
賛
会
総
会
（
護

国
神
社
）

13
日
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

17
日
日
本
遺
族
会
評
議
員
会
（
東
京
）　

※
中
止

18
日
日
本
遺
族
会
事
務
局
長
会
（
東
京
）　

※
中
止

26
日
評
議
員
会
（
護
国
神
社
）

29
日
富
山
丸
戦
没
者
慰
霊
祭
（
護
国
神
社
）

令
和
二
年
七
月
〜
九
月
行
事
予
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
七
月
）

3
日
女
性
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

4
日
青
年
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

6
日
英
霊
に
こ
た
え
る
会
理
事
会
・
評
議
員
会
（
護

国
神
社
）

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

11
日
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

（
八
月
）

1
日
護
国
神
社
「
み
た
ま
祭
り
」（
護
国
神
社
）

2
日
英
霊
に
こ
た
え
る
会
全
国
統
一
街
宣
活
動
（
繊

維
団
地
）

中
旬
父
の
像
清
掃
・
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳
島
中
央
公
園
）

8
日
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

14
日
〜
15
日　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
）

15
日
護
国
神
社
「
平
和
祈
念
祭
」（
護
国
神
社
）

26
日
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
（
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー

ル
）　

※
中
止

（
九
月
）

1
日
〜
2
日　

日
本
遺
族
会
中
・
四
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
松

山
市
）　

※
中
止

12
日

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

24
日
〜
25
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
・
四
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
香
川
県
）

28
日　

神
恩
感
謝
祭
（
護
国
神
社
）

遺
族
会
の
動
き

令
和
二
年
五
月
〜
六
月
実
施
行
事

戦没者記念館だより －写真展示数 8,098 柱（令和２年６月30日 現在）－

県民表彰受賞
令和２年６月２日受賞

徳島県遺族会評議員
海部郡遺族連合会副会長
海陽町遺族連合会会長

谷　﨑　丈　雄 氏

　多年にわたり県遺族
会、郡遺族連合会等の役
員として、組織の発展、
会員の福祉向上に貢献さ
れた功績により表彰を受
けられました。心よりお
慶び申し上げます。

―お 慶 び― ◆
支
給
対
象
と
な
る
方

　

令
和
二
年
四
月
一
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

一　

令
和
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

二　

戦
没
者
等
の
子

三　

戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

四　

前
記
一
か
ら
三
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
。

　

※
請
求
手
続
き
の
簡
素
化
の
た
め
「
同
意
書
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
同
順
位
の

方
が
複
数
い
る
場
合
は
、
話
し
合
い
の
う
え
、
代
表
し
て
請
求
す
る
方
を
決
め

て
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
内
容

　

額
面
二
十
五
万
円
、
五
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
間

　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◆
請
求
窓
口

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
援
護
担
当
課
（
請
求
窓
口
一
覧
は
五
月
号
に
記
載
）

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　
　
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。


